
こ
れ
は
９
月

18
日
京
都

新
聞｢

窓
」
欄
に｢

奨
励
し
た

い
三
世
代
同
居
」
と
題
し
て

掲
載
さ
れ
た
編
集
者
の
投
稿

で
す
。
（
【

】
内
）

【
選
挙
中｢

子
ど
も
手
当｣

の
こ
と
を
読
ん
で
い
て
、

ふ
と
６
０
年
以
上
前
の
こ
と

だ
が
、
遊
び
に
外
へ
出
よ
う

と
す
る
と
必
ず
、
祖
母
が

｢

ご
飯
の
時
間
ま
で
に
お
帰

り
や｣

と
声
を
か
け
て
く
れ

た
。
最
近
、
「
老
人
」
と
「
子
供

た
ち
」
が
別
に
住
む
家
庭
が

増
え
、
三
代
同
居
は
少
な
く

な
っ
て
い
る
。
か
っ
て
の
日

本
で
は
、
ご
飯
は
家
族
一
同

が
揃
っ
て
食
べ
る
の
が
あ
た

り
前
、
祖
母
は
そ
の
た
め
に

声
を
か
け
て
い
た
の
だ
。

食
事
し
な
が
ら
行
儀
を
見
習

い
、
注
意
も
さ
れ
た
。

核
家
族
化
、
小
子
化
対
策
で

の｢

子
ど
も
手
当｣

だ
ろ
う
が
、

私
は
む
し
ろ
、
三
世
代
同
居

を
奨
励
し
、
。
補
助
を
し
た

方
が
よ
い
で
は
と
考
え
る
。

戦
後
か
ら
今
ま
で
、
３
世
代

同
居
が
少
な
く
な
る
に
比
例

し
て
、
日
本
が
悪
く
な
っ
た

と
思
え
て
な
ら
な
い
か
ら
だ
。

今
、
保
育
所
待
機
児
童
や
、

働
く
母
親
の
こ
と
が
話
題
に

な
っ
て
い
る
が
、
三
世
代
同

居
は
、
そ
の
手
助
け
に
大
い

に
効
果
が
あ
る
だ
ろ
う
。

今
回
選
挙
の
、
ど
の
政
党
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
に
無
か
っ
た
よ

う
に
思
う
が
、
検
討
す
る
値

打
ち
が
あ
る
と
思
う
。

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん

か
ら
孫
ま
で
、
一
家
揃
っ
て

楽
し
く
夕
食
を
す
る
家
庭
が

増
え
れ
ば
、
き
っ
と
日
本
は

今
よ
り
明
る
い
国
に
な
る
と

思
う
。
】（
投
稿2

00
9

・9.
10

）

以
上
で｢

偉
そ
う
な
」
こ

と
を
書
い
て
ま
す
が
、
私
た

ち
老

？
夫
婦
は
、
子
や
孫
た

ち
と
別
に
住
ま
い
し
て
い
ま

す
。
只
、
殆
ん
ど
毎
日

12

時
間
以
上
も
孫
、
子
の
い
る

店
に
来
て
い
て
三
世
代
同
居

に
準
じ
て
い
る
と
こ
れ
を
書

き
ま
し
た
。｢

サ
ザ
エ
さ
ん
」
っ

ち
の
波
平
さ
ん
と
は
、
ほ
ど

程
遠
い
性
格
、
孫
に
嫌
わ
れ

て
い
な
い
か
と
心
配
で
す
。
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朝
粥
を
食
べ
る
前
・

（
９
時
～
９
時
40
分
）

今
回
、
石
川
コ
ボ
様
の
演
技
が

パ
ン
ト
マ
イ
ム
で
あ
り
会
場
を

「
楽
々
ホ
ー
ル
」
に
し
ま
し
た
。

ゴ
ム
風
船
を
巧
み
に
扱
わ
れ
参
加

を
し
た
方
々
も
演
技
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
笑
い
楽
し
ん
だ
会
と
な
り
ま
し
た
。

次
回
・
58
回
は
、
10
月
19
日(

日
）
定
員
40
名
で
締
切
り
・
要
予
約

出
演

小
川
忠
雄
様

[

ハ
ー
モ
ニ
カ
と
出
会
っ
て
」

サ
カ
タ
ニ
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス

投稿では発行者
株式会社サカタニ
集酉楽・サカタニ
ファミリーマート
サカタニ京阪七条店
〒605-0993 京・
東山区七条こころ坂下
℡・075-561-7974
URLwww.sosake.jp/
Eﾒｰﾙ・info@sosake.jp
とんからりんは
毎月発行の
会員新聞です
編集・酒谷義郎
yosirou@sosake.jp

▽
何
で
も
東
京
、
そ
ん
な
時

代
で
す
。
セ
・
リ
ー
グ
は
東

京

巨
人
が
早
々
と
優
勝
。
阪

神
は
三
位
で
残
れ
る
か
な
ぁ
。

▼｢

く
だ
り
酒
」
の
言
葉
あ

り
。
京
や
灘
か
ら｢

江
戸
」

へ
送
ら
れ
る
酒
を
さ
す
。

戦
後
も
暫
く
使
わ
れ
ま
し
た
。

▽
昔
、
遊
ん
だ
双
六
の｢

上

が
り
」
は
夢
の
京･

三
条
。

京
か
ら
江
戸
へ
行
く
の
は
下

り
だ
っ
た
。
の
で
し
ょ
う
。

▼
汽
車
（
古
～
）
は
東
京
行

き
が｢

の
ぼ
り
」
東
京
発
が

｢

下
り
」
。
何
時
か
ら
か
ら

で
し
ょ
う
か
？
。
教
え
て
！
。

▽
「
お
の
ぼ
り
さ
ん
」
て
言

葉
。
て
っ
き
り
、
地
方
（
田

舎
）
か
ら
（
京
）
都
市
に
来
る

人
と
理
解
し
て
い
ま
し
た
。

差
別
語
ら
し
い･

カ
ン
ニ
ン
。

▼
一
見
、
京
は
格
が
下
が
っ

た
よ
う
だ
が
品
格
は
上
デ
ッ

セ
（
と
言
い
た
い
）
。
そ
の
証

拠
に
沢
山
の
人
が
来
て
呉
れ

は
る
や
ん
。
パ
リ
と
兄
弟
や
。

▽
大
阪
の
会
社
は
本
社
を
東

京
へ
。
京
都
の
会
社
は
本
社

動
か
ず
東
京
は
支
店
。
京
都

は
エ
エ
ト
コ
や
か
ら
負
け
ず

に
ワ
テ
ら
も
き
ば
り
ま
ひ
ょ
う
。

▼
山
に
緑
が
無
い
と｢

清
水

寺
」
に
人
は
来
マ
ヘ
ン
え
。

京
都
の
始
末
家
は
有
る
も
の

大
事
に
す
る
。
無
理
に
海

（
水
族
館
）
造
ら
ん
と
「
緑
」

に
お
金
お
使
い
や
す
。
来
る

人
数
差
毅
然
！
清
水
山
の
勝

ー
ー

ど
ん
つ
き
ー
ー

第
57
回
・
９
／
20

開
催

・

朝
粥
食
べ
て

お
シ
ャ
ベ
リ
会
報
告

子
ど
も
手
当
て
＆

三
世
代
同
居
補
助
を

オ
バ
マ
米
大
統
領
は
４
月
５
日
、

チ
ェ
コ
の
首
都
プ
ラ
ハ
で
演
説
、

広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
を
指
す

「
核
を
使
用
し
た
唯
一
の
保
有
国
と
し

て
の
道
義
的
責
任
」
に
ふ
れ
、
「
核
の

な
い
、
平
和
で
安
全
な
世
界
を
米

国
が
追
求
し
て
い
く
こ
と
を
明
確

に
宣
言
す
る
」
と
述
べ
た
。

９
月
24
日
、
国
連
安
保
理
（
15
ヶ
国
・

内
核
保
有
５
ヶ
国
）

で
も
全
会
一
致
で

「
核
な
き
世
界
」
へ
決
議
が
採
択

さ
れ
た
。

同
日
、
国
連
総
会
で
鳩
山
総
理
は

「
唯
一
の
被
爆
国
の
道
義
的
責
任
、
核

軍
拡
の
連
鎖
を
切
る
と
日
本
は
核
廃
絶

の
先
頭
に
立
つ
」
演
説
、
非
核
三
原
則

の
堅
持
を
誓
っ
た
。
米
国
が
認
め
て
い

た｢

核
密
約
」
を
否
定
し
続
け
た
自
民

公
明
連
立
政
権
と
日
本
は
変
わ
り
始
め

た
よ
う
だ
。

世
の
中
で
は｢

い
じ
め
た
方
は
忘
れ

て
も
受
け
た
方
は
覚
え
て
い
る
」
と
言

う
の
は
一
般
的
な
常
識
。

核
で
の
日:

米
。
侵
略
認
識
で
の
日:

ア

ジ
ア
諸
国
。
慰
安
婦
で
の
日:

韓
朝
中
、

な
ど
が
そ
れ
だ
。

戦
争
と
い
う
最
大
の
人
殺
し
と
最

大
破
壊
行
為
の
中
で
日
本
は
加

害
者
で
あ
り
被
害
者
で
も
あ
る
。
だ
が

世
界
中
で
唯
一
原
爆
水
爆
の
被
害
国
で

あ
る
。
今
核
保
有
国
の
核
兵
器
は
地
球

全
体
を
何
十
回
と
全
滅
さ
せ
る
程
だ
と

言
う
。
正
に
人
間
絶
滅
兵
器
だ
。

諺
に｢

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
と

あ
る
。
広
島
平
和
記
念
資
料
館
・
長

崎
原
爆
資
料
館
を
つ
ぶ
さ
に
見
て

そ
れ
で
も｢

核
」
を
持
ち
た
い
と
言

う
（
思
え
る
）
人
は
無
い
だ
ろ
う
。

「
核
な
き
世
界
」
の
た
め
に

11
月
訪
日
さ
れ
る
オ
バ
マ
大
統
領

に
広
島
を
訪
問
し
て
も
ら
い
。
更

に
長
崎
に｢

サ
ミ
ッ
ト
」
を
招
致
望
む
。

ア
メ
リ
カ
は
チ
ェ
ン
ジ
し
た
。

日
本
も
チ
ェ
ン
ジ
し
そ
う
。

チ
ェ
ン
ジ
の
輪
が
拡
が
れ
ば
、
核
廃
絶

の
希
望
が
叶
う
と
信
じ
る
。

人
類
の
あ
る
限
り
平
和
で
あ
れ
か
し
。

オ
バ
マ
大
統
領

広
島
訪
問
と

長
崎
で
サ
ミ
ッ
ト
開
催
望
む
！

「
核
な
き
世
界
」
の
た
め
に

参加者も舞台で協力こ
の
文
は
9
月
25
日
の
朝
刊
読
後

書
き
ま
し
た
。
後
、
鳩
山
総
理
が

広
島
、
長
崎
に
訪
問
を
要
請
し
、

核
兵
器
の
悲
惨
さ
を
心
に
刻
ん
で

い
た
い
の
発
言
が
報
じ
ら
れ
た

。



９
月
「
福
田
静
二
・
市
電
⑥
物
語

展
」
に
ご
来
場
の
方
々
が
色
々
な

感
想
を
書
い
て
お
帰
り
で
す
。
市

電
を
知
ら
な
い
若
い
方
は｢

市
電

が
人
々
と
こ
ん
な
に
近
く
に
走
り

町
に
溶
け
込
ん
で
い
た
と
知
ら
な

か
っ
た
。
惜
し
い
」
お
歳
を
め
し

た
方
は
一
応
に｢

懐
か
し
い
！
」

で
す
。
４
０
点
近
い
写
真
は
モ
ノ

ク
ロ
で
す
が
そ
の
方
が
カ
ラ
ー
よ

り
深
い
色
を
感
じ
、
心
に
ス
ー
と

入
る
の
で
す
。

市
中
の
ア
チ
コ
チ
で
写
さ
れ
た

市
電
の
背
景
に
山
が
あ
る
写
真
を

見
る
と
、
他
都
市
と
違
う
三
方
を

山
に
囲
ま
れ
た
町
の
良
さ
が
有
り

ま
す
。
そ
う
で
す
。
か
っ
て
京
都

市
内
の
ど
の
通
り
か
ら
で
も
、
ど

こ
か
の
山
が
見
え
ま
し
た
。

高
さ
規
制
を
緩
め
て
、
市
内
の

「
ど
真
ん
中
」
の
京
都
ホ
テ
ル

（
旧
名
）
そ
の
後
続
々
と
高
層
の
絶

壁
の
よ
う
な
建
築
物
が
増
え
ま
し

た
。
最
近
又
、
規
制
を
厳
し
く
し

ま
し
た
が
、
も
う
元
の
景
色
に
は

戻
ら
な
い
の
で
す
。
今
出
川
に

｢

市
電
モ
ド
キ
」
を
走
ら
そ
う
の

話
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
慌
て
る

と
、
ま
た
外
す
こ
と
に
な
り
は
し

な
い
か
と
余
計
な
心
配
を
し
ま
す
。

市
電
の
有
っ
た
時
代
で
も
今
出
川

線
は
あ
ん
ま
り
使
っ
た
こ
と
が
無

か
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

他
所
に
行
き
新
幹
線
が
鴨
川
を

渡
る
、
京
阪
淀
で
比
叡
山
や
愛
宕

さ
ん
が
見
え
る
と
ホ
ッ
と
す
る
の

は
私
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

京
都
は
、
古
来
か
ら
山
城
の
国

と
呼
ば
れ
て
、
広
す
ぎ
ず
狭
く
も

無
い
。
山
々
が
防
い
で
呉
れ
風
雪

雨
の
災
害
も
少
な
く
１
２
０
０
年

以
上
も
人
が
住
み
続
け
て
い
た
都

市
。
そ
こ
は
何
処
か
ら
で
も
山
が

見
え
、
自
分
の
位
置
が
直
ぐ
判
り

ま
す
。
東
北
（
丑
寅
）
方
向
が
一

番
高
く
南
北
（
未
申
）
方
が
低
い

地
形
で
、
川
も
北
が
上
流
で
す
。

そ
こ
に
長
く
住
む
と
地
図
を
脳
内

で
は
北
（
上
）
を
基
準
に
考
え
る

癖
が
つ
き
ま
す
。
で
す
か
ら
他
都

市
特
に
「
ド
ラ
ヤ
キ｣
風
の
平
べ
っ

た
い
東
京
名
古
屋
で
は
方
向
音
痴

に
な
り
困
り
ま
す
。

逆
に
店
先
で
観
光
客
に
「
三
十
三

間
堂
は
？
」
問
わ
れ｢

も
う
一
寸

東
」
と
教
え
変
な
顔
を
さ
れ
ま
す
。

彼
等
は
東
山
を
知
ら
な
い
の
で
す

か
ら
無
理
は
有
り
ま
せ
ん
。
京
都

育
ち
の
脳
が
思
い
込
み
を
き
つ
い

（
強
く
）
人
に
し
た
の
か
し
ら
ん
。

1
9
5
1
(

昭
和2
6
)

年

10
月

25
日
、

戦
後
初
の
国
内
民
間
航
空
定
期
便
、

ア
メ
リ
カ
の
Ｎ
・
Ｗ
航
空
か
ら
乗

員
と
と
も
に
リ
ー
ス
し
た
マ
ー
チ

ン2
-
0
-
2

型
機
「
も
く
星
号
」
が

羽
田
空
港
～
伊
丹
空
港
～
板
付
空

港
間
の
定
期
旅
客
運
航
を
開
始
し

た
。
そ
れ
で

10
月

25
日
は
「
民

間
航
空
記
念
日
」
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
会
社
が
現
代
の
日
本
を
代
表

す
る
航
空
会
社
「
日
航
」
。

「
も
く
星
号
」

は
、1

9
5
2

年

（
昭

27
）
4
月

9
日
、
羽
田

発
福
岡
行
便

で
、
羽
田
を

午
前

7
時

42

分

に

離

陸

、

直
後
消
息
を

絶
ち
、
翌
日
の
朝
に
伊
豆
大
島
の

三
原
山
山
腹
に
墜
落
し
て
い
る
の

が
確
認
さ
れ
乗
客
・
乗
務
員

37

名
全
員
死
亡
と
い
う
、
当
時
と
し

て
は
大
規
模
な
航
空
事
故
に
な
っ

た
。
こ
の
事
故
で
漫
談
家
大
辻
司

郎
や
八
幡
製
鉄
三
鬼
隆
社
長
な
ど

が
亡
く
な
ら
れ
た
。
後
の
日
航
御

巣
鷹
山
事
故
で
は
坂
本
九
チ
ャ
ン

も
亡
く
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
「
日
航
」
ス
チ
ュ
ワ
ー

デ
ス
は
若
い
女
性
の
憧
れ
、
そ
の

役
を
し
て
テ
レ
ビ
で
人
気
女
優
に

な
り
、
今
も
活
躍
の
人
も
い
る
。

機
長
や
乗
務
員
も
高
給
取
り
で
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
垂
涎
の
的
で
し
た
。

そ
の
日
航
の
経
営
が
今
ダ
ッ
チ
ロ
ー

ル
状
態
で
ど
う
な
る
？
と
心
配
だ
。

路
線
や
人
員
削
減
し
（
お
荷
物
捨
て
）

飛
び
続
け
ら
れ
る
（
？
）
よ
う
だ
。

つ
い
こ
の
間
ま
で
、
お
金
の
無

い
人
に
「
ど
う
す
る
ア
イ
フ
ル
」

と
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
助
け
船
を
出
し

い
た
金
融
会
社
ア
イ
フ
ル
が
経
営

危
機
に
陥
っ
て
い
る
と
か
。T

支

店
閉
鎖
、
数
千
人
削
減
す
る
ら
し

い
。
銀
行
よ
り
高
金
利
で
金
貸
企

業
の
「
ア
イ
フ
ル
ど
う
す
る
？
」

と
そ
の
経
営
者
に
聞
い
て
み
た
い
。

無
理
は
一
時
通
っ
て
も
、
道
理
は

と
こ
と
ん
で
は
凹
ま
な
い
。

先
日
、
来
年
一
月
南
座

で
の
初
春
特
別
公
演
（
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
同
封
）

の
お
知

ら
せ
で
二
階
の｢

集｣

に
、

前
進
座
の
瀬
川
矢
之
輔

丈(

写
真

）
が
店
に
来
ら
れ

ま
し
た
。
以
前
お
会
い

し
た
劇
団
の
方
に
、
そ

の
昔
、
前
進
座
の
藤
川
さ

ん
（
？
）
に
勉
強
会
（
昭
29

頃
）

に
き
て
も
ら
い｢

歌
舞

伎
と
前
進
座
」

の
お
話
と
、

前
進
座
創
立

苦
難
時
代
の

こ
と
を
聞
い

た
な
ど
お
話

を
し
ま
し
た
。

矢
之
輔
丈
は
そ
の
お
方
の
孫
さ
ん
！
。

生
ま
れ
も
そ
の
当
時
だ
と
知
り
自

分
の
年
令
を
改
め
て
確
認
ゾ
ー
と

し
ま
し
た
。
自
分
で
は
若
い
つ
も
り
な
の
に

お
話
の
中
で
そ
の
こ
ろ
私
（
ヨ
シ
ィ

ち
ゃ
ん
）

が
見
た｢
前
進
座
」
の
役
者

さ
ん
総
出
演
の｢
箱
根
風
雲
録
・
監

督
山
本
薩
夫

」
「
ど
っ
こ
い
お
い
ら
は

生
き
て
い
る
・
監
督
今
井
正

」
映
画

の
話
に
な
り
ま
し
た
。

矢
之
輔
丈
は
「
ど
っ
こ
い
・
」
が

私
の
初
演
で
す
と
お
っ
し
ゃ
り
、

お
歳
か
ら
想
像
で
出
来
な
く
キ
ョ

ト
ン
。
聞
け
ば｢

天
井
か
ら
吊
り
下

げ
ら
れ
た
柳
行
李
の
中
の
赤
ん
坊

役
。
狭
い
部
屋
で
子
ど
も
が
多
い

食

事

中

に

上

か

ら

赤

ん

坊
オ
シ
ッ

コ

が

た

れ

て

く

る
シ
ー
ン
。
こ
の
春
に
小
さ
な
会

場
で
上
映
会
で
再
度
見
て
印
象
に

残
っ
て
い
て
、
あ
の
赤
ん
坊
が
矢

之
輔
丈
で
し
か
と
大
笑
で
す
。

「
ど
っ
こ
いl

は
全
日
本
自
由
労

働
者
組
合(

注
）

が
主
に
な
っ
て
出

来
た
映
画
。(

注
）
日
雇
い
労
働
者
の
組
合
・

全
自
労
と
略
・
日
雇
い
は
日
給2

5
4

円
だ
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
「
二
コ
ヨ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

こ
の
映
画
に
は
前
進
座
以
外
で
飯

田
蝶
子
、
木
村
功
な
ど
も
出
演
。

ご
存
知
で
し
ょ
う
が
、
今
井
正

は｢

青
い
山
脈
」
や
「
ま
た
会
う
日

ま
で
」
「
ひ
め
ゆ
り
の
塔｣

な
ど
の

名
画
を
つ
く
ら
れ
た
巨
匠
で
す
。

商
業
主
義
の
無
縁
、
何
万
人
の
日

雇
い
の
募
金
か
ら
生
ま
れ
た
映
画

の
監
督
さ
れ
た
姿
勢
が
、
後
の
名

画
に
現
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

今
回
の
矢
之
輔
丈
ご
案
内
一
月

南
座
公
演｢

人
情
噺
・
双
蝶
々
雪
の

子
別
れ
」
パ
ン
フ
同
封
し
ま
し
た
。

｢

友
の
会
会
員
さ
ま
と
ご
一
緒
に
観

劇
会(

特
別
料
金
）

を
し
よ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
来
月
ご
案
内
し
ま
す
。

（
お
断
り
）
掲
載
の
写
真
はｲ

ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾈ
ｯ
ﾄ

か
ら
無

断
借
用
し
ま
し
た
。

超
ミ
ニ
コ
ミ
お
許
し
を

。
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前進座と映画

ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
の

ひ
と
り
ご
と

東
西
南
北
・上
る
下
が
る

藤
川
矢
之
輔
丈

もく星号と同型機

日
航
・

ど
う
な
る
？

ア
イ
フ
ル
・

ど
う
す
る
？



♪
京
の
五
條
の
橋
の
上
、

大
の
お
と
こ
の
辧
慶
は

長
い
長
刀
ふ
り
あ
げ
て
、

牛
若
め
が
け
て
切
り
か
か
る
♪

こ
れ
は1911

年
（
明

44
）

尋
常
小
学
唱

歌
第
一
学
年

用
で
敗
戦
で

歌
わ
れ
な
く

な
っ
た
。

こ
の
頃
の
五

条
は
今
の
松

原
の
位
置
。

今
、
五
条
通
り
は
堀
川
か
ら
東
は
国

道
1
号
線
、
西
は
９
号
線
で
道
幅
が

広
い
が
、
１
９
４
４
年
（
昭
19
）
ま

で
は
道
幅
が
狭
く
両
側
に
は
商
店
が

並
ん
で
い
た
。

当
時
、
五
条
大
橋
東
詰
北
側
に

「
ス
タ
ー
食
堂
？
」
が
あ
っ
た
。

今
の
よ
う
な
サ
ン
プ
ル
で
は
無
く
、

陳
列
棚
（
シ
ョ
ウ
ウ
イ
ン
ド
ウ

）
の
横
長

札
に
商
品
名
が
書
い
て
あ
っ
た
。

見
る
と｢

チ
ン
ポ
ツ
ル
ー
フ
」
と
書
い

て
あ
る
の
が
あ
り
、
友
だ
ち
ら
と

「
ど
ん
な
洋
食
や
」
と
騒
い
だ
が
横
書

き
「
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
」
を
逆
読
み

し
た
と
判
り｢

チ
ン
ポ
は
食
え
ん
わ
な
ぁ
」

と
大
笑
い
し
思
い
出
が
あ
る
。

そ
の
友
人
た
ち
は
、
今
や
全
員
後
期

高
齢
者
に
な
っ
た
が
元
気
な
奴
も
多

い
。
来
月
４
日
開
催
の
貞
教
国
民
学

校
（
昭
21
卒
）
の
同
窓
会
が
あ
り
集

ま
る
。

６
年
生
女
子
組
の
担
任
で
有
っ
た｢

櫻

井
麗
子
先
生
」
も
毎
年
ご
参
加
下
さ

り
、
当
時
の
生
徒
（
今
は
爺
婆
）
の

前
で
素
晴
ら
し
い
ソ
プ
ラ
ノ
で
歌
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
だ
さ
る
。

橋
の
西
詰
め
に｢

牛
若
、
弁
慶
」
の

切
手
よ
り
可
愛
い
顔
の
石
像
が
あ
る
。

そ
れ
と
少
し
離
れ
て｢

扇
塚
」
が
あ
る
。

戦
後
や
や
時
を

置
い
て
京
扇
子

組
合
が
建
て
た

石
碑
。

堺
町
五
条
上
る

扇
子
商
中
村
喜

久
三
郎
氏
等
が

尽
力
さ
れ
た
と
聞

い
て
い
る
。

扇
子
と
い
う
中

国
か
ら
伝
来
し

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
日
本
の
発

明
品
で
あ
る
。
当
初
は
「
桧
扇
」
で

薄
い
桧
板
を
重
ね
綴
っ
た
も
の
。

源
平
の
「
一
の
谷
の
合
戦
」
で
熊
谷

直
実
に
討
た
れ
た
若
武
者
「
平
敦
盛
」

の
縁
者
が
五
条
通
寺
町
の
「
時
宗
寺

院
新
善
光
寺
」
に
身
を
寄
せ
て
い
た

時
に
作
り
出
し
た
と
か
。

そ
れ
で
五
条
大
橋
東
、
旧
貞
教
・
修

道
学
区
に
、「
扇
骨
加
工
・
地

紙
加

工
・
加
飾
（
か
し
ょ
く
）
・
箔
押
し
（
は

く
お
し
）

折
加
工
（
お
り
か
こ
う
）

な
ど

扇
子
職
人
さ
ん
が
多
く
住
み
つ
い
た

の
で
し
ょ
う
。

京
都
博
物
館
前
の
通
り
に
、
日
干
し

に
広
げ
た
扇
骨
を
悪
餓
鬼
が
悪
戯
で

触
っ
て
、
明
治
生
ま
れ
の
オ
ッ
サ
ン

に
怒
鳴
ら
れ
た
。（
注
・
私
で
は
な
い
）

高
度
成
長
に
伴
っ
て
、
扇
子
つ
く
り

は
こ
の
辺
り
か
ら
山
科
や
滋
賀
県
安

曇
川
移
転
さ
れ
職
人
さ
ん
が
減
っ
た
。

扇
子
の
他
の
大
工
、
左
官
、
金
物

ら
の
職
人
さ
ん
も
多
く
お
住
み
で
町

や
通
り
に｢

棟
梁
・
鍵
・
鞘
・
塗
師
」

の
名
が
つ
く
と
こ
ろ
が
あ
る
。

恐
ら
く
豊
臣
秀
吉
の
伏
見
街
道

（
本
町
）、
京

大
佛
殿
建
築

が
関
わ
り
、

門
前
に
は

茶
屋
町
。

大
仏
や
釣

鐘
つ
く
り

の
職
人
が

い
た
の
か

鐘
鋳
町
も

あ

る

。

（
次
号
五
条
大
橋
②
に
続
く
）

日
本
国
内
で
は
焼
酎
な
ど
に
押
さ

れ
て
い
る
が
、
世
界
的
な
和
食
ブ
ー

ム
を
背
景
に
、
在
留
邦
人
だ
け
で

な
く
現
地
の
人
が
日
常
的
に
飲
む

よ
う
に
な
り
消
費
量
が
急
増
し
て

い
る
。
伏
見
や
・
灘
の
酒
造
大
手

が
、
海
外
市
場
の
開
拓
に
続
き
、

現
地
で
の
生
産
拡
大
に
乗
り
出
す

動
き
も
出
て
き
た
。

日
本
酒
メ
ー
カ
ー
の
中
に
は
週

に
数
日
、
一
部
の
製
造
ラ
イ
ン
を

輸
出
用
に
振
り
向
け
、
フ
ル
稼
働

さ
せ
て
い
る
。
英
語
の
ラ
ベ
ル
を

付
け
た
ボ
ト
ル
が
次
々
に
出
荷
さ

れ
、
神
戸
港
か
ら
世
界
各
地
へ
出

荷
す
る
会
社
も
あ
る
。

最
大
の
輸
出
先
で
あ
る
米
国
向

け
は
、
０
１
年
よ
り
倍
増
。
ア
ジ

ア
市
場
も
好
調
で
、
近
年
「
日
本

酒
ブ
ー
ム
」
が
盛
り
上
が
っ
た
韓

国
は
、
０
８
年
は
１
９
９
８
年
の

約
５
０
倍
に
相
当
す
る
数
量
が
輸

出
さ
れ
た
。
中
国
向
け
も
９
８
年

の
９
倍
近
く
に
伸
び
て
い
る
。

輸
出
急
増
の
背
景
に
は
ア
ル
コ
ー

ル
度
数
が
４
０
％
程
度
の
ウ
イ
ス

キ
ー
な
ど
と
比
べ
、
１
５
％
程
度

の
日
本
酒
は
「
軽
い
」
の
で
「
健

康
的
」
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
よ
う

だ
。
ワ
イ
ン
の
「
本
場
」
フ
ラ
ン

ス
で
も
日
本
酒
が
ボ
ル
ド
ー
の
赤

ワ
イ
ン
な
ど
と
並
び
、
そ
の
知
名

度
を
上
げ
て
い
る
。

他
の
酒
と
比
べ
繊
細
で
複
雑
な

作
業
を
経
て
醸
造
さ
れ
る
日
本
酒

は
、
素
材
の
米
、
酵
母
の
種
類
、

産
地
の
水
に
よ
っ
て
香
、
味
、
の

ど
こ
し
が
微
妙
に
か
わ
る
。
外
国

で
も
そ
れ
が
飲
ん
で
判
る
人
が
増

え
た
の
だ
ろ
う
。

今
、
日
本
で
は
「
ひ
や
お
ろ
し
」

が
飲
め
る
時
期
。
既
に
入
荷
し
た

も
の
を
順
々
に
飲
ん
で
い
る
が
、

ど
れ
も
そ
の
蔵
の
良
さ
が
出
て
い

て
素
晴
ら
し
い
。
日
本
で
も｢

ぶ

ど
う
酒
は
「
ワ
イ
ン
」
に
な
っ
た
。

日
本
酒
は
「
サ
ケ
」
は
世
界
語
に

な
っ
た
と
よ
う
だ
。
「
ひ
や
お
ろ

し
」
が
「
ボ
ジ
ョ
レ
ー
ヌ
ー
ヴ
ォ
」

同
様
に
親
し
み
を
込
め
た
名
に
な

る
の
も
遠
く
な
い
だ
ろ
う
。

五
条
大
橋

鴨
東
は
扇
子
な
ど
職
人
町
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京
都
＆

東
山

ぶ
ら
り
ピ
カ
リ

18

「
ひ
や
お
ろ
し
」
と

ボ
ジ
ョ
レ
ー
ヌ
ー
ヴ
ォ

牛若丸と弁慶1995年発行80円切手

開
催
日
・
10
月
-24
日(

土
）

18
時
30
分
～
20
時
30
分

参
加
費

３
８
０
０
円

（
友
の
会
会
員
様
）

３
６
０
０
円

試
飲
代
＋
お
食
事

＋
ラ
イ
ブ
チ
ャ
ー
ジ
込

★
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
な

バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、

シ
ー
ナ
き
の
は
ら
さ
ん

の
ラ
イ
ブ
も

お
楽
し
み
下
さ
い
。

☆
冷
お
ろ
し
と
は
、
春

に
で
き
た
お
酒
を
蔵
の

中
で
静
か
に
眠
ら
せ
て
、

夏
を
経
て
熟
成
し
た
味

わ
い
と
な
っ
て
出
て
く

る
お
酒
で
す
。

◎

予
定
出
品
酒

・
日
出
盛
（
京
都
・
伏
見
）

・
月
の
桂
（
京
都
・
伏
見
）

・
不
老
泉
（
滋
賀
・
高
島
）

・
天
寿
（
秋
田
・
由
利
本
庄
）

・
浦
霞
（
宮
城
・
塩
釜
）

・
信
濃
錦
（
長
野
・
伊
那
）

・
大
雪
渓
（
長
野

北
安
曇
野
）

・
司
牡
丹
（
高
知
・
佐
川
）

・
大
七
（
福
島
・
二
本
松
）

・
春
鹿
（
奈
良
・
奈
良
）
他

ご
予
約
・
℡

561-7974

・

第３０回酉塾（ゆうじゅく）２００９年秋 ひやおろし 秋場所

（
重
文
）
方
広
寺
。

国
家
安
安
の
鐘



戦
後
祖
父
亡
き
後
も
店
は
、
酒

小
売
と
隣
は
飲
み
屋
（
祖
母
担
当
）
。

父
は
別
に
酒
類
統
制
会
社
を
引
継

い
だ｢

日
本
酒
類
販
売
㈱
」
と
い

う
酒
卸
の
支
所
（
荷
捌
所
）
を
２
ヶ

所
を
引
受
け
て
い
ま
し
た
。

戦
後
、
米
は
厳
重
な
統
制
時
代
。

当
然
、
酒
米
も
割
当
て
日
本
酒
の

醸
造
は
制
限
さ
れ
、
有
れ
ば
売
れ

る
時
代
、
米
を
使
わ
な
い｢

合
成

清
酒
」
と
日
本
酒
が
混
ぜ
合
わ
せ

て
平
気
で｢

清
酒｣

と
し
て
（
昭2

6

年

頃
ま
で
）

売
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

日
本
酒
「
売
り
手
市
場
」
仕
入
先

さ
え
確
保
で
き
れ
ば
酒
卸
は
強
い

商
売
が
出
来
た
の
で
す
。

昭
和
25
年
、｢

酒
免
許
制
度
」
が

か
わ
り
父
は
酒
卸
免
許
を
得
ま
し

た
。
卸
免
許
は
酒
小
売
店
に
以
外

販
売
出
来
な
い
の
で
、
飲
み
屋
と

酒
小
売
を
や
め
ま
し
た
。

酒
卸
と
い
っ
て
も
配
達
は｢

バ
タ

バ
タ
」
と
呼
ば
れ
る
自
動
三
輪
車

１
台
と
リ
ヤ
カ
ー
で
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。
（
リ
ヤ
カ
ー
＝
車
で
自
転
車
の

後
ろ
に
つ
な
ぎ
荷
物
を
運
ぶ
。
中
国
の
ニ
ュ
ー

ス
で
今
も
見
ま
す
）

セ
ー
ル
ス
は
２

名
、
事
務
２
名
、
配
達
２
名
程
度

の
ス
タ
ッ
フ
で
し
た
。

事
業
は
順
調
で
し
た
が
、
昭
和
２

７
年
90
万
円
の
横
領
事
件
が
起
こ

り
、
挽
回
策
で
支
配
人
格
に
小
樽

の
酒
問
屋
勤
務
経
験
の
あ
る
Ａ
氏

を
雇
い
、
資
金
を
出
し
Ａ
氏
に
酒

小
売
免
許
を
と
ら
せ
（
錦
高
倉
）

「
み
ど
り
屋
」
の
屋
号
で｢

小
売

部｣

を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
の
隣

に
私
名
義
で
「
神
馬
・
錦
店
」

（
飲
み
屋
）
を
開
き
ま
し
た
。
（
昭
29
）

だ
が
横
領
事
件
の
傷
は
深
く
、
資

金
繰
り
に
困
り
事
業
整
理
に
入
る

と
、
Å
氏
は
職
場
放
棄
し
て
、
父

の
資
金
と
得
意
先
付
き
の
「
み
ど

り
屋
」
を
わ
が
物
に
し
ま
し
た
。

そ
の
店
は
、
Å
氏
個
人
名
義
の
酒

免
許
な
の
で
対
抗
が
出
来
な
か
っ

た
の
で
す
。
「
錦
・
神
馬
」
は
私

名
義
な
の
で
残
り
ま
し
た
。

債
権
者
団
の
支
援
で
個
人
経
営

か
ら
引
継
い
だ
㈱
酒
谷
本
店
が
ス

タ
ー
ト
し
私
も
参
加
。
そ
の
後
、

私
と
同
年
齢
の
Ｙ
Ｋ
君
が
住
み
込

み
社
員
で
加
わ
り
ま
し
た
。
Ｙ
Ｋ

君
の
兄
は
、
祖
父
の
代｢
栄
吉
ト

ン
」
名
で
手
代
ク
ラ
ス
の
店
の
人

で
当
時
は
酒
屋
の
店
主
で
し
た
。

父
は
、
再
度
酒
小
売
店
を
つ
く

り
（
昭
33
）

Ｙ
Ｋ
君
名
義
（
店
主
）

に
し
て
下
堀
詰
町(

浅
田
さ
ん
東

隣
）
で
酒
小
売
免
許
を
得
て｢

い

づ
み
屋
」
で
営
業
を
開
始
、
後
、

大
黒
湯
隣
（
中
村
万
年
筆
店
の
後
」
に

移
転
し
法
人
化
㈱
い
づ
み
屋(

昭38

）

社
長
（
Ｙ
Ｋ
君
）
と
し
て
運
営
を
任

せ
て
い
ま
し
た
。
Ｋ
君
の
奮
闘
で

売
上
は
上
昇
し
小
売
は
軌
道
に
の

り
ま
し
た
。
彼
（
Ｙ
Ｋ
君
）
は
結
婚

を
機
に
そ
の
後
独
立
。
当
時
社
員

の
Ｗ
君
を
社
長
に
し
ま
し
た
が
、

そ
の
彼
は
社
長
を
突
然
辞
任
、
得

意
先
も
取
っ
て
独
立
し
ま
し
た
。

父
、
一
郎
が
社
長
に
な
り
ま
し
が
、

得
意
先
減
少
。(

有)

山
科
い
づ
み

屋
開
店
し
た
借
入
金
な
ど
で
㈱
い

づ
み
屋
は
資
金
的
に
危
険
な
状
態

に
な
り
ま
し
た
。

こ
ろ
は
前
号｢

乾
坤
一
滴
」
の
少

し
前
の
こ
と
で
す
。(

次
号
）

お
顔
は
よ
く
覚
え
て
い
る
が

お
名
前
が
出
て
こ
な
い
！

★
今
更
、
名
を
お
聞
け
ず
困
り
ま
す
。

そ
の
お
方
に
自
分
か
ら
、｢

貴
方
の

お
名
前
は
？
」
そ
の
方｢

前
に
お
会
い
し

た
鈴
木
ど
っ
し
ゃ
ん
」
自
分｢

鈴
木
さ
ん

は
苗
字
、
そ
や
の
う
て
、
ヒ
ョ
ッ
と
下
の

お
名
を
ど
忘
れ
し
て
し
も
う
て
」

「
さ
よ
か
、
下
の
名
は
イ
チ
ロ
ー
で
す
け

ど
」
「
ス
マ
ヘ
ン
！
鈴
木
さ
ん
は
イ
チ
ロ
ー

さ
ん
や
っ
た
」
姓
名
と
も
全
て
判
り
ま

し
た
。
同
じ
人
に
２
度
は
使
え
ま
へ
ん
。
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○
総
選
挙
で
自

公
が
大
敗
、
民

主･

社
民
・
国
民
連
立
で
鳩
山
首
相

が
誕
生
で
す
。
本
格
的
な
政
権
交

替
は
戦
後
始
め
て
。｢

麻
」
よ
り
は

｢

石
橋
」
は
強
い
。
頑
張
っ
て
！
。

●
３
㌻
「
五
条
大
橋
」
の
記
事
の

た
め
五
条
通
り
を
歩
い
た
。
車
は

川
の
よ
う
に
流
れ
て
い
る
。
頑
張
っ

て
い
る
店
も
あ
る
が
人
通
り
が
減
っ

て
苦
戦
し
て
い
る
。

○
車
社
会
が
来
る
か
ら
、
日
本
で

一
番
に
出
来
た
市
電
が
邪
魔
と
廃

止
。
そ
の
市
電
（
40
年
以
上
前
製
造
）

が
広
島
現
役
で
ま
だ
走
っ
て
い
る
。

こ
の
耐
久
力
は
バ
ス
に
無
い
。

●
子
ど
も
が
少
な
く
な
っ
た
。
学

校
を
減
ら
す
。
小
中
一
環
が
合
理

的
だ
か
ら
。
合
理
的
教
育
で
知
識

は
増
え
る
が
、
知
恵
や
人
間
性
は

ど
う
な
る
か
。

○
日
本
は｢

よ
い
と
ま
け
」
と
田
植

歌
の
国
だ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も

似
た
様
な
も
の
。
西
部
劇
的
で｢

勝

ち
、
負
け
」
で
決
め
る
国
に
な
っ

て
き
た
よ
う
だ
。

●
京
都
に
「
フ
ラ
ン
ス
橋
」
が
出

来
て
い
た
ら
フ
ラ
ン
ス
人
や
パ
リ
ッ

子
は
「
メ
ル
シ
ー
」
で
な
く
お
笑

な
さ
れ
た
だ
ろ
う
。

○
海
の
無
い
千
年
の
都
に
、
天
保

山
（
海
遊
館
）
を
造
っ
た
ら
、
大
阪

の
お
ば
は
ん
た
ち
が
お
笑
い
や
す

せ
。
そ
れ
だ
け
は
堪
忍
し
て
～
。

●
「
ア
ニ
メ
の
殿
堂
」
は
、
肩
入

れ
し
て
い
た
人
が
解
雇
さ
れ
た
よ

う
な
形
で
ご
和
算
に
な
る
よ
う
だ
。

早
く
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
を
ご

和
算
に
し
て
！
。

酒
屋
で
生
き
て

生
か
さ
れ
て

編
集
後
記

（
前
号
続
き
）

昼
食
後
、
近
江
八
幡
の
湖
側
の

道
へ
出
ま
す
。
長
命
寺
と
い
う
山

の
上
に
立
つ
お
寺
の
裏
側
か
ら
湖

ぞ
い
の
道
を
行
き
ま
す
。

湖
の
か
な
た
に
見
え
る
比
良
山
の

紫
が
か
っ
た
色
。
同
じ
紫
で
も
京

都
の
山
々
と
違
う
色
な
の
で
す
。

空
の
色
、
空
気
の
気
配
、
風
も
違

う
の
で
す
。
そ
れ
を
ど
う
言
葉
に

す
る
の
か･････

口
々
に｢

難
し
い
」

と
言
い
ま
す
。

説
明
を
し
き
ら
ず
に
、
読
み
手

の
想
像
に
ま
か
せ
る
の
が
俳
句
の

手
法
で
す
が
、
で
は
そ
の
想
像
を

か
き
た
て
る
も
の
を
ど
う
提
示
す

れ
ば
よ
い
の
か･･

･
･･
･
･

。

旅
は
湖
岸
を
北
に
進
み
、
長
浜

の
ひ
な
び
た
湖
岸
で
休
息
。

湖
北
は
泳
ぐ
人
も
少
な
く
、
少
し

秋
の
気
配
で
す
。

秋
立
ち
ぬ

湖
岸
に
ひ
ろ
う

石
の
彩

ひ
ろ
あ
き

い
ろ

さ
ら
に
北
に
進
み
木
之
本
を
過

ぎ
た
と
こ
ろ
で
、
湖
北
の
最
北
端

で
す
。
し
ん
と
静
ま
る
、
陰
影
を

い

ん

え

い

含
む
、
深
そ
う
な
水
の
色
。

ひ
ぐ
ら
し
が
鳴
き
わ
た
り
、
空
に

は
赤
と
ん
ぼ
。
い
ち
早
く
秋
を
見

て
き
ま
し
た
。

席
題

｢

揺
れ
る
」
で
当
日
の
句

青
芭
蕉
か
す
か
に
揺
れ
て

芭
蕉
塚

三
村

須
美
子

水
着
の
子
ゆ
ら
ゆ
ら
ゆ
れ
て

海
の
家

内
薗

日
出
杜

ゆ
れ
る
天
候
探
訪
の

朝
晴
れ
る

二
神

大
輔

こ
ん
に
ゃ
く
を
転
が
し

城
が
ゆ
れ
て
い
る

裸
時

オ
ニ
ヤ
ン
マ
ぶ
る
ん
と

揺
れ
て
風
に
乗
る

金
澤

ひ
ろ
あ
き

第
四
十
二
話

本

町

新

６

い
づ
み
屋

琵
琶
湖
一
周
②

金
澤

ひ
ろ
あ
き
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